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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　年　月　日
共同実施だより
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文責：　　　
　国民年金制度について、簡単ですがご紹介をしたいと思います。
１　公的年金制度の分類




２　基礎年金制度について

日本国内に住所のある２０歳から６０歳までの人は国民年金に必ず加入します。公立学校共済組合の組合員は、共済年金の加入者であるとともに、国民年金にも加入しています。また、被扶養配偶者も国民年金の第３号被保険者として加入しています。
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※１　国民年金の老齢基礎年金しか支給されない自営業者に対して、上乗せ支給をはかろうとする年金制度。
　　　第１号被保険者が任意で加入できるもの。

※２　企業や業界が、厚生年金に上乗せして年金額を手厚く支給するために設けられた運用組織。
※３　公務員制度の一環として、公務員の身分、職務、責任等の特殊性等を考慮して設けられた給付。

３　国民年金の種類について
　年金は、(1)老齢になった場合(2)病気やけがで障害を有することとなった場合(3)年金受給者または被保険者（加入者）が死亡した場合の３つの場合に支給されます。
(1)老齢基礎年金・・・原則として、国民年金に２５年以上加入した者が６５歳から支給される。
(2)障害基礎年金・・・国民年金の被保険者である間に初診のある傷病により、１級又は２級の障害等級に該当する程度の障害状態にある場合に支給される。
(3)遺族基礎年金・・・被保険者または老齢基礎年金の受給者等が死亡した場合に、その者によって生計を維持されていた１８歳の年度末までにあって、配偶者のいない子のある妻または子に支給される。
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学校共済はここです。
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臨採の先生方はここです。
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